
九州国立博物館「大宰府学研究」事業シンポジウム

日時　令和2年2月23日（日・祝） 
　　　　　13：00～17：00（12：30開場）
会場　九州国立博物館１階ミュージアムホール
　　　〒818‐0118 太宰府市石坂４－７－２（太宰府天満宮横）

定員　280名（参加費無料、事前申し込み不要）
主催　　　　　　　九州国立博物館、 福岡県
問い合わせ 050－5542－8600 （午前８時～午後10時、年中無休、NTTハローダイヤル）

13：10～14：10 「金銀装大刀と豪族」
 　大谷　晃二 （島根県立松江北高等学校）

｜期間｜　令和２年１月１日（水・祝）～３月29日（日）
｜会場｜　九州国立博物館
　　　　 ４階文化交流展示室 第３・４室

基調講演

14：25～14：55 「象嵌大刀と刀装具の世界」
 　小嶋　篤 （九州国立博物館）
14：55～15：25 「筑紫の豪族の馬装」
 　西　幸子 （古賀市教育委員会）
15：25～15：55 「九州北部の豪族と筑紫大宰」
 　酒井　芳司 （九州歴史資料館）

研究発表

16：10～16：40 「筑紫の大宰と豪族」
パネルディスカッション

関連
展示「古墳時代への誘い」

右上から時計回り
環頭柄頭・銀象嵌大刀（部分）・鈴釧・三環鈴・鈴付杏葉・器形石製品
※いずれも九州国立博物館所蔵で、環頭柄頭・鈴釧・三環鈴・鈴付杏葉は福島小太郎氏（行橋市仙掌庵）寄贈。
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